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国立大学法人山形大学国立大学法人山形大学国立大学法人山形大学国立大学法人山形大学    中期計画中期計画中期計画中期計画 

 

【平成【平成【平成【平成 22222222 年年年年 3333 月月月月 33331111 日日日日文 部 科 学 大 臣 認 可文 部 科 学 大 臣 認 可文 部 科 学 大 臣 認 可文 部 科 学 大 臣 認 可 】】】】 

【平成【平成【平成【平成 22223333 年年年年 3333 月月月月 33331111 日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】    

【平成【平成【平成【平成 22226666 年年年年 3333 月月月月 33331111 日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】    

【平成【平成【平成【平成 22227777 年年年年 3333 月月月月 33331111 日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】日文部科学大臣変更認可】    

 

ⅠⅠⅠⅠ    大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置     

１１１１    教育に関する目標を達成するための措置教育に関する目標を達成するための措置教育に関する目標を達成するための措置教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

［学士課程］ 

1-1.健全で良識ある市民を育成するため、充実した基盤教育（教養教育）プ

ログラムを整備する。 

1-2.高等学校教育からの円滑な接続を図り、修学に必要な基本的知識・能力 

を身につけさせるための初年次教育を充実させる。 

1-3.幅広い教養を基盤として、各専門分野の明確な教育到達目標と学位授与

方針に基づき体系的な学士課程教育を実施する。 

1-4.外国語及び日本語による討論・発表・文章作成能力、読解能力、情報処 

理能力など、修学上のみならず社会人としても不可欠な基本的なリテラシ 

ーを向上させるための授業科目を整備する。 

1-5.主体的学習のための的確な指導を行うとともに、客観的な成績評価を実 

施する。 

 

2-1.豊かな人間性を育むため、自然や地域社会をキャンパスとして活用した

フィールド活動や体験型授業を実施する。 

2-2.学生の進路を想定したキャリア教育を充実させるとともに、インターン

シップなどを活用して学生のキャリア形成を支援する。 

 

［大学院課程］ 

3-1.専門分野の特性及び社会的ニーズに応じたカリキュラム編成を行う。 

   3-2.研究能力を育成するために的確な指導を行い、充分な研究環境を整備す

る。 

   3-3.修士課程、博士課程、専門職学位課程に応じた明確な教育到達目標に基

づき、高度な専門性を有する学位を授与する。 

 

（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

            1-1.基盤教育（教養教育）の企画運営を担う責任部署を整備し、教育組織を

充実させる。 

   1-2.授業内容や教育方法の改善のため、授業評価や組織的な研修活動を継続

的に実施する。 
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   1-3.教育改善を図るため、在学生・卒業生・修了生・進路先等を対象に、教

育効果や満足度についての調査を定期的に実施する。 

   1-4.e-learning の活用を図るとともに、その特性を踏まえた教育方法の改善

を行う。 

 

（３）学生への支援に関する目標（３）学生への支援に関する目標（３）学生への支援に関する目標（３）学生への支援に関する目標を達成するための措置を達成するための措置を達成するための措置を達成するための措置 

1-1.学生各人の多様なニーズに応える修学支援システムを拡充し、学生が主

体的に学ぶための支援体制を整備する。 

   1-2.学生生活実態調査などに基づき、学生支援システムの改善・充実を進め

る。 

   1-3.学生生活に対する多面的な支援を実施する。 

   1-4.学生の社会参加や、学生主体で企画・実施する意欲ある活動に対する支

援制度を充実させる。 

   1-5.社会状況に応じた実践的キャリア支援事業を充実させる。 

  1-6.卒業生・修了生への継続的な情報発信を行うとともに、生涯学習の機会

を提供するなど一貫した支援を行う。 

 

２２２２    研究に関する目標を達成するための措置研究に関する目標を達成するための措置研究に関する目標を達成するための措置研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

1-1.総合大学の利点を活かし、学部横断的なプロジェクト研究を推進する。 

   1-2.基礎研究の成果を活かし、世界レベルの先進的研究、独創的・萌芽的研

究を重点的に支援する。 

   1-3.地域に根ざした研究、社会に貢献する研究を重点的に支援する。 

 

（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 

1-1. 競争的研究資金獲得のための充実した支援等により、研究者が意欲的に

研究に取り組むことができる環境を整備する。 

   1-2.多様な雇用制度を活用し、研究を推進するための組織的基盤を整備する。 

   1-3.優秀な技術職員や事務職員を育成するなど、研究活動に対する支援体 

制を充実させる。 

 

   2-1.若手研究者が国際的な研究環境下で研鑽できる機会を提供する。 

   2-2.若手研究者が自立して研究を行うことができるよう、研究資金支援等を

実施する。 

 

３３３３    その他の目標を達成するための措置その他の目標を達成するための措置その他の目標を達成するための措置その他の目標を達成するための措置 

（１）地域を志向した教育・研究に関する目標を達成するための措置（１）地域を志向した教育・研究に関する目標を達成するための措置（１）地域を志向した教育・研究に関する目標を達成するための措置（１）地域を志向した教育・研究に関する目標を達成するための措置 

1-1. 平成２５年度地（知）の拠点整備事業に採択された「自立分散型（地域）

社会システムを構築し、運営する人材の育成」を中心に、総合大学として

の資源を活かし、地域が抱える課題の解決と、そのための人材育成を図る
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ため、地域のニーズを踏まえた教育カリキュラムの改善、研究の実施、地

域づくりへの貢献を積極的に推進し、大学と地域の連携を強化する取組を

進める。 

 

（（（（２２２２）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

1-1.多彩な教育研究資源を活用し、社会のニーズに応える多様な学習の機会

を提供する。 

   1-2.地域の大学・教育機関及び文化施設・団体と連携し、地域の教育や文化

活動を支援する。 

   

   2-1.専門分野の特性を活かし、地域経済や地域産業の振興に向けて、企業や

自治体等との連携活動を推進する。 

   2-2.社会のニーズに基づき政策形成や地域づくりに貢献する。 

   2-3.多様な研究資源を発掘・活用する体制を整備する。 

 

（（（（３３３３）国際化に関する目標を達成するための措置）国際化に関する目標を達成するための措置）国際化に関する目標を達成するための措置）国際化に関する目標を達成するための措置 

1-1.在学中における海外での学習体験を推奨・支援し、国際性を育む修学環

境を整備する。 

   1-2.充実した留学生支援を実施する。 

   1-3.海外の教育研究機関との研究者交流を推進する。 

 

   2-1.海外サテライトの活用や協定校との連携により、多彩な国際交流活動を

展開する。 

   2-2.地域と連携した国際交流活動を推進する。 

 

（４（４（４（４）附属病院に関する目標を達成するための措置）附属病院に関する目標を達成するための措置）附属病院に関する目標を達成するための措置）附属病院に関する目標を達成するための措置 

1-1. インフォームド・コンセントに基づいて、患者との良好な信頼関係を樹

立する。 

   1-2.学部教育におけるクリニカル・クラークシップの強化・充実、医療従事

者を対象とした生涯教育セミナーの充実等を通じて、厳しい倫理観を持っ

た創造的な医療人を育成する。 

   1-3.多様化する患者のニーズに応えるため、がんセンター、地域医療連携セ

ンター、疾患別治療センター等の病院附属組織の機能を強化・充実させる。 

   1-4.地域住民のニーズに対応した病院資源や情報の提供を行い、地域医療に

貢献する。 

 

   2-1.急性期医療の中心的役割を担当する。 

   2-2.母子保健医療分野での病病および病診連携を強化する。 

 

   3-1.卒後臨床研修センターや総合医学教育センター等の活動の充実を推進す
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る。 

   3-2.医療従事者の計画的な循環型研修体制の整備を図り、研修機会の拡大と

人材育成を推進する。 

 

   4-1.グローバルＣＯＥプログラム「分子疫学の国際教育研究ネットワークの

構築」等で得られた研究成果を基に、高度先進医療の開発を推進する。 

   4-2.臨床研究の推進のため、治験管理センターの機能を充実し、新薬開発や

臨床研究などの活性化を推進する。 

 

（（（（５５５５）附属学校に関する目標を達成するための措置）附属学校に関する目標を達成するための措置）附属学校に関する目標を達成するための措置）附属学校に関する目標を達成するための措置    

1-1.附属学校園運営の改善を推進し、大学附属としての特色を活かした効率

的な学校運営を実施する。 

   1-2.大学との連携による実践的な研究活動及び教育実習を行う。 

   1-3.附属学校園間の連携を強化し、円滑な接続と相互交流による一貫性の高

い教育を行う。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１１１１    組織運営の改善に関する目標を達成するための措置組織運営の改善に関する目標を達成するための措置組織運営の改善に関する目標を達成するための措置組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

1-1.学長の行動指針を策定し公表する。 

   1-2.大学構成員及び外部有識者の意見を積極的に大学経営に反映させる。 

   1-3.職員の能力向上のための研修を継続して実施する。 

 

2-1.各学部及び各研究科等の組織編成を不断に見直し、適切な教育研究体制

を整備する。 

2-2.多様な人材を確保するため、人事・給与システムの弾力化に取り組む。 

特に年俸制については、適切な業績評価体制の構築を前提に、退職金に

係る運営費交付金の積算対象となる教員について年俸制導入等に関する

計画に基づき促進する。 

2-3.機動的・戦略的な法人運営を行うため、教員を全学的に一元管理する「学

術研究院」を設置する。 

 

   3-1.男女共同参画を推進するため、ワーク・ライフ・バランスに配慮した就

業環境を整備する。 

 

２２２２    事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

1-1.機能的な事務組織体制の整備を進めるとともに、業務の見直し及び改善

を不断に実行する。 

 

ⅢⅢⅢⅢ    財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１１１１    外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための
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措置措置措置措置    

1-1.本学に相応しい入学者の確保に努め、学生定員を安定的に充足する。 

   1-2.競争的研究資金等の外部研究資金獲得のため、全学的な支援の取り組み

を強化する。 

   1-3.病院再整備計画を着実に進め、診療機能の充実等による病院収入の増額

を図るとともに、債権管理を徹底し健全な病院経営を目指す。 

 

２２２２    経費の抑制に関する目標経費の抑制に関する目標経費の抑制に関する目標経費の抑制に関する目標を達成するための措置を達成するための措置を達成するための措置を達成するための措置 

1-1.「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」 

（平成 18 年法律第 47 号）に基づき、国家公務員に準じた人件費改革に取

り組み、平成 18 年度からの５年間において、△５％以上の人件費削減を

行う。更に、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針 2006」（平成

18 年７月７日閣議決定）に基づき、国家公務員の改革を踏まえ、人件   

費改革を平成 23 年度まで継続する。 

 

2-1.管理的経費の抑制に向けて、現状分析に基づいた計画を策定し、実施す

る。 

   2-2.調達手法等の見直しにより、経費の抑制を行う。 

 

３３３３    資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置 

1-1.施設等の機能保全、維持管理及び予防的な保守・点検等を実施する。 

   1-2.余裕資金を適切に把握し、効果的な運用を行う。 

 

ⅣⅣⅣⅣ    自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するために自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するために自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するために自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するために

とるべき措置とるべき措置とるべき措置とるべき措置 

１１１１    評価の充実に関する目標を達成するための措置評価の充実に関する目標を達成するための措置評価の充実に関する目標を達成するための措置評価の充実に関する目標を達成するための措置    

1-1.大学の諸活動に関する適切な自己点検・評価を実施し、大学経営の改善

に活用する。 

   1-2.大学の諸活動に関するデータを集約するシステムを構築し、評価や戦略

策定に活用する。 

 

２２２２    情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

1-1.本学の教育研究活動や業務運営に関する最新情報を積極的に社会へ発信

する。 

1-2.社会への説明責任を果たすため、保有する情報の適切な公開を実施する。 

 

ⅤⅤⅤⅤ    その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置    

１１１１    施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置    

1-1.キャンパスの魅力を向上させるため、キャンパス整備計画において、学

生の視点や環境の保全、国際化等を意識した見直しを行い、施設の有効活
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用を含めた施設整備を推進する。  

 

２２２２    安全管理に関する目標を達成するための措置安全管理に関する目標を達成するための措置安全管理に関する目標を達成するための措置安全管理に関する目標を達成するための措置 

1-1.様々なリスクに迅速かつ適切に対処するため、各部局と事務局における

役割分担を明確にしつつ、全学における総合的なリスク管理体制を確立す

る。 

   1-2.教職員及び学生を対象とした安全管理に関する講習会、訓練等を定期的

に実施する。 

 

2-1.本学の情報セキュリティポリシーに基づき研修・教育等を実施し、情報

セキュリティを強化する。 

    

３３３３    法令遵守に関する目標を達成するための措置法令遵守に関する目標を達成するための措置法令遵守に関する目標を達成するための措置法令遵守に関する目標を達成するための措置    

1-1.監査体制等を充実し、法令遵守や法人倫理の確立等、内部統制機能を強

化する。 

   1-2.研修等を通じて役員、教職員及び学生一人一人の社会的責任、法令遵守

に対する意識を向上させる。 

 

ⅥⅥⅥⅥ    予算（人件費の見積りを含む。）予算（人件費の見積りを含む。）予算（人件費の見積りを含む。）予算（人件費の見積りを含む。）、、、、収支計画及び資金計画収支計画及び資金計画収支計画及び資金計画収支計画及び資金計画    

別紙参照 

    

ⅦⅦⅦⅦ    短期借入金の限度額短期借入金の限度額短期借入金の限度額短期借入金の限度額    

○ 短期借入金の限度額 

  １．短期借入金の限度額 

    ３１億円 

 

  ２．想定される理由 

  運営費交付金の受け入れ遅延及び事故の発生等により緊急に必要となる対

策費として借り入れることが想定されるため。 

    

ⅧⅧⅧⅧ    重要な財産を譲渡し重要な財産を譲渡し重要な財産を譲渡し重要な財産を譲渡し、、、、又は担保に供する計画又は担保に供する計画又は担保に供する計画又は担保に供する計画    

１．重要な財産を譲渡する計画 

・なし 

 

２．重要な財産を担保に供する計画 

・医学部附属病院の施設・設備の整備に必要となる経費の長期借入に伴い、本

学の敷地及び建物を担保に供する。 

    

ⅨⅨⅨⅨ    剰余剰余剰余剰余金の使途金の使途金の使途金の使途    

・決算において剰余金が発生した場合は、教育、研究、診療の質の向上及び組
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織運営の改善に充てる。 

    

ⅩⅩⅩⅩ    その他その他その他その他    

１．施設・設備に関する計画１．施設・設備に関する計画１．施設・設備に関する計画１．施設・設備に関する計画    

施設・設備の内容 予定額（百万円） 財   源 

小白川団地総合研究棟改修（教

養教育）、附属病院病棟改修、

ＰＥＴ検査施設・設備整備、小

規模改修 

総額 

          ６,４６１ 

施設整備費補助金（１，１３７） 

長期借入金   （４，９３４） 

国立大学財務・経営センター 

施設費交付金  （  ３９０） 

（注１）施設・設備の内容、金額については見込みであり、中期目標を達成するために必要な

業務の実施状況等を勘案した施設・設備の整備や老朽度合等を勘案した施設・設備の改

修等が追加されることもある。 

（注２）小規模改修について平成２２年度以降は平成２１年度同額として試算している。 

なお、各事業年度の施設整備費補助金、長期借入金、国立大学財務・経営センター施

設費交付金については、事業の進展等により所要額の変動が予想されるため、具体的な

額については、各事業年度の予算編成過程等において決定される。 

    

２．人事に関する計画２．人事に関する計画２．人事に関する計画２．人事に関する計画    

    ○ 人事に関する方針について 

 （教 員） 

１．教育研究の活性化等の観点から、任用形態の多様化を図るなど、積極的か

つ効果的な教員人事を行う。 

  ２．人事評価を給与へ反映させ、教員の意欲を高めることにより、教育・研究

の充実を図る。 

 

 （事 務） 

１．人事評価を給与へ反映させ、職員の意欲を高めることにより、大学運営の

効率化と円滑化を推進する。 

  ２．職員の資質向上を図り、機動的かつ効果的な職員の配置を行う。 

 

 （参 考）中期目標期間中の人件費総額見込み ９２，２６１百万円 

（退職手当は除く） 

 

３．中期目標期間を超える債務負担３．中期目標期間を超える債務負担３．中期目標期間を超える債務負担３．中期目標期間を超える債務負担    

    （ＰＦＩ事業）（ＰＦＩ事業）（ＰＦＩ事業）（ＰＦＩ事業）    

な し 

 

    （長期借入金）（長期借入金）（長期借入金）（長期借入金）    

（単位：百万円） 
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年度 

財源 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 

中期目標 

期間小計 

次期以降 

償 還 額 

総 債 務 

償 還 額 

長期借入金 

償 還 金 

（国立大学 

財務・経営 

センター） 

 

835 

 

891 

 

1,156 

 

1,143 

 

1,185 

 

1,277 

 

6,487 

 

13,746 

 

20,233 

（注）金額については、見込みであり、業務の実施状況等により変更されることもある。 

    

    （リース資産）（リース資産）（リース資産）（リース資産）    

な し 

    

４．積立金の使途４．積立金の使途４．積立金の使途４．積立金の使途    

○ 前中期目標期間繰越積立金については、次の事業の財源に充てる。 

・ 教育、研究、診療に係る業務及びその附帯業務 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

22 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

             ９１０人 

(うち医師養成に係る分野  ６５５人) 

           ２，５７０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             １９１人 

    うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ５７人 

      博士後期課程  ３０人 

             ７４６人 

    うち博士前期課程 ６４７人 

       博士後期課程   ９９人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

23 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

             ９３０人 

(うち医師養成に係る分野  ６８０人) 

           ２，５４０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             １９９人 

うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ６２人 

      博士後期課程  ３３人 

             ７４７人 

    うち博士前期課程 ６５０人 

       博士後期課程   ９７人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

24 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

             ９５５人 

(うち医師養成に係る分野  ７０５人) 

           ２，５１０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             ２０２人 

うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ６２人 

      博士後期課程  ３６人 

             ７４１人 

    うち博士前期課程 ６４６人 

       博士後期課程   ９５人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

25 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

             ９８０人 

(うち医師養成に係る分野  ７３０人) 

           ２，４８０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             ２０２人 

うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ６２人 

      博士後期課程  ３６人 

             ７３９人 

    うち博士前期課程 ６４６人 

       博士後期課程   ９３人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

26 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

             ９９５人 

(うち医師養成に係る分野  ７４５人) 

           ２，４８０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             ２０２人 

うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ６２人 

      博士後期課程  ３６人 

             ７３９人 

    うち博士前期課程 ６４６人 

       博士後期課程   ９３人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 
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別表（収容定員） 

 

 

平

成 

27 

年

度 

 

人文学部 

地域教育文化学部 

理学部 

医学部 

 

工学部 

農学部 

 

           １，２４０人 

             ９６０人 

７４０人 

           １，０００人 

(うち医師養成に係る分野  ７５０人) 

           ２，４８０人 

             ６２０人 

  

 

社会文化システム研究科 

 

地域教育文化研究科 

 

医学系研究科 

 

 

 

理工学研究科 

 

 

農学研究科 

 

教育実践研究科 

 

 

              ２４人 

   （うち  修士課程  ２４人） 

              ２８人 

   （うち  修士課程  ２８人） 

             ２０２人 

うち  博士課程 １０４人 

       博士前期課程  ６２人 

      博士後期課程  ３６人 

             ７３９人 

    うち博士前期課程 ６４６人 

       博士後期課程   ９３人 

              ９６人 

   （うち  修士課程  ９６人） 

              ４０人 

（うち  専門職学位課程  ４０人） 

 

 


